
６次産業化商品開発研修（機能性表示食品） 開催要領 

１ 目 的  

県では、６次産業化商品の魅力を高め農業者の所得向上につながる６次産業化を促進する

ため、機能性表示食品制度の届出方法や制度利用に取り組むメリットおよび販売シーンでの

活用（PR）方法を学ぶ研修を行い、販促ツールとしての機能性表示食品制度の活用を提案す

る。 

 

２ 日 時   

令和３年１２月２日（木）１３：３０～１５：３０ （受付：１３：００～） 

※リモートでの参加も可能 

 

３ 場 所   

福井県食品加工研究所 研修室 （坂井市丸岡町坪ノ内１－１－１） 

 

４ 講 師 

   野菜で健康研究所株式会社  代表取締役 中田 光彦 氏 

・2015年に、日本初となる野菜の機能性表示食品「大豆イソフラボン子大豆もやし」 

を開発し、３年で約２倍の売上（約１０億円）を達成 

 

５ 参加者 県内農業者、JA営農指導員、県普及指導員、市町 等  

                 （定員：２０名 事前申込制） 

６ 内 容   

１）令和３年度 機能性表示食品制度の取り組みについて  

                        中山間農業・畜産課職員（３０分） 

２）テーマ：機能性表示食品の制度利用について 

     内 容：①機能性表示食品制度の概要 

         ②機能性表示食品制度の届出方法およびメリット 

         ③機能性表示食品の販売シーンでの活用（PR）方法      （９０分） 

 

７ 新型コロナウイルス感染対策 

   ・発熱や咳等の風邪症状など体調不良が見られる方の入場はお断りします 

・入場については、マスクの着用を必須とします 

・研修会中は座席と座席の間隔を十分にとり、一定時間ごとの換気を行います 

【担当】 

 福井県農林水産部中山間農業・畜産課 

６次産業化グループ  田中、橋本 
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